
大
谷
文
書
の
太
公
家
教

太
公
家
教

・
補

黒

田

彰

〔
抄

録
〕

二
十
世
紀
の
始
め
、
敦
煌
文
書
の
発
見
と
踵
を
接
す
る
如
く
、
我
が
国
の

大
谷
探
検
隊
が
、
敦
煌
の
さ
ら
に
西
、
高
昌
国
の
故
地
か
ら
の
出
土
文
書
を

将
来
し
て
い
る
（
大
谷
文
書
）。
所
謂
吐
魯
番

ト
ル
フ
ァ
ン

文
書
で
あ
る
。
さ
て
、
敦
煌

文
書
か
ら
幻
の
幼
学
書
、
太
公
家
教
が
出
現
し
た
こ
と
は
、
世
界
を
驚
か
せ

た
が
、
実
は
大
谷
文
書
の
中
に
も
太
公
家
教
が
含
ま
れ
て
い
た
。
小
稿
は
そ

の
吐
魯
番
本
太
公
家
教
と
敦
煌
本
と
の
関
係
を
探
り
、
大
谷
文
書
の
太
公
家

教
の
正
体
に
迫
ろ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド

太たい
公こう
家か
教きょう、
敦とん
煌こう
文もん
書じょ
、
大おお
谷たに
文もん
書じょ
、

吐
魯
番

ト
ル
フ
ァ
ン

文
書
、
幼よう
学がく

一

二
十
世
紀
初
頭
、
大
谷
探
検
隊
が
日
本
に
齎
し
た
西
域
出
土
の
古
文
書
即
ち
、

大
谷
文
書
の
ト
ル
フ
ァ
ン
（
吐
魯
番
）
文
書
中
に
、
中
国
本
土
で
早
く
に
失
わ
れ

た
、
幻
の
古
代
幼
学
書
、
太
公
家
教
が
現
存
し
て
い
る
こ
と
を
、
最
初
に
報
告
さ

れ
た
の
は
、
小
島
憲
之
氏
で
あ
ろ
う
。
小
島
氏
は
、
昭
和
五
十
二
（
一
九
七
七
）

年
八
月
刊
行
の
、「
学
事
閑
日
｜
あ
る
童
蒙
教
訓
書
断
片
を
中
心
と
し
て
｜
」
と

題
す
る
掌

に
お
い
て
、
大
谷
文
書
三
一
六
七
号
が
、
そ
の
太
公
家
教
の
一
部
に

外
な
ら
ぬ
こ
と
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る１

）

。
次
い
で
鄭
阿
財
氏
は
、
一
九
九

三
年
の
「
学
日
益
斎
敦
煌
学
札
記
」
二
「
日
本
《
大
谷
文
書
集
成
》
中
的
《
太
公

家
教
》
残
巻
」
の
中
で
、『
大
谷
文
書
集
成
』
弐
に
よ
り
、
小
島
氏
の
明
ら
か
と

し
た
三
一
六
七
を
も
含
め
、

三
一
六
七

三
一
六
九

三
一
七
五

三
五
〇
七

の
四
点
の
大
谷
文
書
が
、
や
は
り
太
公
家
教
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
、

由
三
一
六
七
・
三
一
六
九
・
三
一
七
五
・
三
五
〇
七
等
断
片
及
図
版
来
看
、

一
五
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三
一
六
七
・
三
一
六
九
及
三
一
七
五
的
字
跡
相
同
、
当
是
同
一
写
本
的
分
裂

断
片
。
至
於
三
五
〇
七
的
字
跡
似
乎
不
同
、
較

三
断
片
工
整
、
恐
非
一
人

所
抄

と
結
ば
れ
た
こ
と
は２

）

、
太
公
家
教
研
究
史
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
す
業
績
と
言
う

こ
と
が
出
来
る
。
さ
ら
に
最
近
、
張
娜
麗
氏
が
小
島
、
鄭
両
氏
の
仕
事
を
再
確
認

し
た
上
で
、
上
記
四
点
の
大
谷
文
書
に
加
え
て
、

四
三
七
一

四
三
九
四

の
二
つ
も
ま
た
、
太
公
家
教
で
あ
る
と
認
定
し
、
計
六
点
の
大
谷
文
書
を
上
げ
て
、

こ
れ
ら
の
断
片
の
う
ち
、
四
三
七
一
の
断
片
を
除
き
、
三
一
七
五
、
三
一
六

七
、
三
一
六
九
の
三
点
は
、
例
え
ば
、
磔
部
や
転
折
部
の
筆
態
が
一
致
す
る

こ
と
や
墨
色
、
及
び
文
字
の
大
小
が
同
等
で
、
共
に
朱
点
を
附
し
て
い
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
恐
ら
く
は
同
一
写
本
の
断
裂
片
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
の
他
の

断
片
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
字
態
、
筆
致
の
相
違
が
認
め
ら
れ
る
た
め
、『
大
谷

文
書
集
成
』
に
収
録
さ
れ
た
『
太
公
家
教
』
の
写
本
は
、
現
在
少
な
く
と
も

三
種
類
の
も
の
が
確
認
さ
れ
得
る
こ
と
と
な
る

と
言
わ
れ
た
こ
と
は３

）

、
大
谷
文
書
中
の
太
公
家
教
の
存
在
を
、
ほ
ぼ
定
説
化
す
る

も
の
と
し
て
良
い
。

と
こ
ろ
で
、
逸
書
の
太
公
家
教
が
、
こ
れ
も
二
十
世
紀
初
頭
の
発
見
に
掛
か
る
、

敦
煌
文
書
中
に
多
数
見
出
だ
さ
れ
、
そ
の
四
十
余
本
に
上
る
諸
本
に
つ
い
て
は
、

そ
れ
ら
の
本
文
を
互
い
に
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
り
、
七
系
統
十
種
類
に
体
系

付
け
る
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
ま
た
、
敦
煌
本
の
太
公
家
教
諸
本
を
、

所
謂
文
献
学
的
に
把
握
し
得
よ
う
こ
と
を
、
近
時
述
べ
た
こ
と
が
あ
る４

）

。
ま
た
、

幼
学
太
公
家
教
の
音
読
面
に
注
目
し
、
な
お
同
主
旨
の
概
説
を
試
み
た
こ
と
が
あ

る５
）

（
そ
れ
ら
は
後
、
岡
田
美
穂
君
の
「
太
公
家
教
の
諸
本
生
成
と
流
動
」
に
よ
る
、

補
訂
を
経
た６

）

）。
け
れ
ど
も
、
遺
憾
な
こ
と
に
そ
の
折
は
、
大
谷
文
書
の
太
公
家

教
本
文
の
こ
と
に
ま
で
、
視
野
が
及
ば
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
私
見
に
よ
る
と
、

現
存
す
る
太
公
家
教
の
本
文
は
、
七
系
統
に
分
か
れ
る
が
、
な
ら
ば
、
大
谷
文
書

の
太
公
家
教
は
、
ど
の
よ
う
な
系
統
の
本
文
に
属
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
或

い
は
、
そ
れ
は
既
存
の
如
何
な
る
系
統
に
も
属
さ
ず
、
敦
煌
本
の
太
公
家
教
と
は

別
系
の
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
小
稿
は
、
大
谷
文
書
に
お
け
る
太
公
家
教
の
本

文
系
統
の
問
題
を
、
考
察
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
敦
煌
本
の
太
公
家
教
は
、

お
よ
そ
九
世
紀
半
ば
以
降
に
写
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る７

）

。
そ
れ
に
対
し
、
大

谷
文
書
は
、
四
｜
八
世
紀
間
の
も
の
と
さ
れ
る
か
ら８

）

、
そ
の
太
公
家
教
断
簡
は
、

敦
煌
本
よ
り
確
実
に
古
く
、
現
存
敦
煌
本
の
原
姿
を
留
め
る
可
能
性
が
高
い
。
こ

の
意
味
で
、
大
谷
文
書
の
太
公
家
教
と
敦
煌
本
と
の
関
係
は
、
太
公
家
教
の
本
文

成
立
史
の
研
究
上
、
極
め
て
興
味
深
い
も
の
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、

そ
の
考
察
の
前
提
と
な
る
、
敦
煌
本
太
公
家
教
の
本
文
系
統
の
こ
と
を
、
改
め
て

略
記
し
て
お
く
。

敦
煌
出
土
の
太
公
家
教
は
、
管
見
に
入
っ
た
も
の
と
し
て
目
下
、
次
の
四
十
二

本
の
伝
存
が
確
認
し
得
る
。
今
、
そ
れ
ら
を
羅
振
玉
氏
旧
蔵
本
、
ス
タ
イ
ン
本
、

ペ
リ
オ
本
、
寧
楽
本
の
順
に
、
通
し
番
号
を
付
し
て
示
せ
ば
、
左
の
如
く
で
あ
る９

）

（
Ｂ
は
、
北
京
本
で
あ
る
。
同
一
文
書
内
に
幾
つ
か
の
太
公
家
教
の
含
ま
れ
る
場

合
は
、
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
小
文
字
で
区
別
し
て
あ
る
）。
下
段
に
、
入
矢
義
高

氏
「「
太
公
家
教
」
校
釈
」
に
よ
る
句
番
号
を10

）

、
そ
の
下
の
（

）
内
に
、
松
尾
良

樹
氏
「
音
韻
資
料
と
し
て
の
『
太
公
家
教
』
｜
異
文
と
押
韻
｜
」
に
よ
る
句
番
号

一
六
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を
示
す11

）

（
下
段
末
尾
の
「
題
」
は
題
記
を
、「
首
」
は
首
題
の
存
す
る
こ
と
、

「
尾
」
は
尾
題
の
存
す
る
こ
と
を
、
そ
れ
ぞ
れ
表
わ
す
）。

１
羅
振
玉
氏
旧
蔵
本

１
〜
595
（
１
〜
609
）
首
尾

２

同
甲
巻

366
〜
413
（
374
〜
423
）

３

同
乙
巻

343
〜
384
（
349
〜
394
）

４
Ｓ
四
七
九

566
〜
595
（
580
〜
609
）
尾

5a
Ｓ
一
一
六
三
ａ

348
〜
608
（
356
〜
622
）
尾

5b

ｖ
ｂ

題

5c

ｖ
ｃ

120
（
125
）

5d

ｖ
ｄ

120
、
121
（
125
、
126
）

5e

ｖ
ｅ

170
、
171
、
172
（
174
、
175
、
176
）

5f

ｖ
ｆ

386
（
396
）

5g

ｖ
ｇ

436
〜
442
（
447
〜
453
）

5h

ｖ
ｈ

555
（
573
）

6a
Ｓ
一
二
九
一
ａ

５
〜
142
（
５
〜
147
）

6b

ｖ
ｂ

142
〜
211
（
147
〜
215
）

6c

ｃ

229
〜
299
（
233
〜
305
）

７
Ｓ
一
四
〇
一

439
〜
607
（
450
〜
621
）

８
Ｓ
三
〇
一
一
ｖ

29
、
30
（
29
、
30
）

９
Ｓ
三
八
三
五

50
〜
608
（
50
〜
622
）
尾

10
Ｓ
四
九
〇
一
ｖ

１
（
１
）
首

11
Ｓ
四
九
二
〇

412
〜
608
（
422
〜
622
）
尾

12
Ｓ
五
六
五
五

395
〜
608
（
405
〜
622
）
尾

13
Ｓ
五
七
二
九

８
〜
82
（
８
〜
82
）

14
Ｓ
五
七
七
三

128
〜
279
（
133
〜
285
）

15
Ｓ
六
一
七
三

95
〜
361
（
100
〜
369
）

16
Ｓ
六
一
八
三

33
〜
125
（
33
〜
130
）

17
Ｓ
六
二
四
三

403
〜
524
（
413
〜
538
）

18
Ｐ
二
五
五
三
１

１
〜
43
（
１
〜
43
）

19
Ｐ
二
五
六
四

１
〜
608
（
１
〜
622
）
首
尾

20
Ｐ
二
六
〇
〇

596
〜
607
（
610
〜
621
）
尾

21
Ｐ
二
七
三
八

50
〜
595
（
50
〜
609
）

22
Ｐ
二
七
七
四

454
〜
552
（
465
〜
566
）

23
Ｐ
二
八
二
五

139
〜
608
（
144
〜

）
尾

24
Ｐ
二
九
三
七

48
〜
354
（
48
〜
362
）

25
Ｐ
二
九
八
一
ｖ

218
〜
595
（
222
〜
609
）

26
Ｐ
三
〇
六
九

452
〜
571
（
463
〜
585
）

27
Ｐ
三
一
〇
四

252
〜
361
（
257
、
258
〜
369
）

28
Ｐ
三
二
四
八
ｖ

68
〜
232
（
68
〜
236
）

29
Ｐ
三
四
三
〇

160
〜
457
、
458
（
164
〜
468
、
469
）

30
Ｐ
三
五
六
九

348
〜
595
（
356
〜
609
）
尾

31
Ｐ
三
五
九
九

１
〜

（
１
〜
453
）
首

32a
Ｐ
三
六
二
三
ａ

３
〜
595
（
３
〜
609
）
尾

32b

ｖ
ｂ

題

32c

ｖ
ｃ

題
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33
Ｐ
三
七
六
四

１
〜
608
（
１
〜
622
）
首
尾

34a
Ｐ
三
七
九
七
ａ

376
〜
608
（
386
〜
622
）
尾

34b

ｖ
ｂ

題

35a
Ｐ
三
八
九
四
ａ

119
〜
515
（
124
〜
529
）

35b

ｖ
ｂ

題

36
Ｐ
四
〇
八
五

63
〜
229
、
230
（
63
〜
233
、
234
）

37
Ｐ
四
五
八
八

478
〜
595
（
489
〜
609
）
尾

38
Ｐ
四
八
八
〇

１
〜
46
（
１
〜
46
）
首

39
Ｐ
四
九
九
五
ｖ

181
〜
442
（
185
〜
453
）

40
Ｐ
五
〇
三
一

46
〜
61
（
46
〜
61
）

41a
Ｂ
一
一
ｖ
（
乃
三
七
ｖ
）
ａ

１
〜
５
（
１
〜
５
）
首

41b

ｖ
ｂ

１
〜
41
（
１
〜
41
）
首
尾

42
寧
楽
本

48
〜
107
（
48
〜
112
）

以
上
、
敦
煌
本
の
太
公
家
教
四
十
二
本
は
、
句
の
有
無
、
表
記
の
異
同
な
ど
か
ら
、

次
の
よ
う
に
Ａ
｜
Ｇ
七
系
統
、
十
類
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
る
（
題
の
み
の
五
本

5b
、
32b
、
32c
、
34b
、
35b

を
省
く
。
一
〜
三
句
を
存
す
る
だ
け
の
10
、
８
、
5e

三
本
は
、
系
統
不
明
に
含
め
る
）。

太
公
家
教
諸
本
系
統
一
覧

Ａ

１
・
21
・
42
・
23
・
26

Ｂ
⑴
19
・
18
・
41a
・
41b
・
３

⑵
35a
・
27

Ｃ
⑴
31
・
15
・
39
・
5a

⑵
29

⑶
17

Ｄ

32a
・
９
・
28
・
13
・
6b

Ｅ

33
・
38
・
16
・
6a
・
36
・
14
・
２
・
22

Ｆ

24
・
25
・
6c
・
30
・
７
・
37
・
４

Ｇ

34a
・
12
・
11

不
明
、
10
・
８
・
5c
・
5d
・
5e
・
5f
・
5g
・
5h
・
20
・
40

こ
こ
で
、
仮
に
上
述
し
た
大
谷
文
書
の
太
公
家
教
六
本
を
、
右
表
の
末
尾
43
｜
48

に
編
入
し
て
お
き
た
い
（
以
下
、
大
谷
文
書
の
六
本
を
、
大
谷
本
と
称
す
る
）。

そ
の
大
谷
本
六
本
を
、
右
表
に
編
入
し
た
形
で
示
せ
ば
、
左
の
よ
う
に
な
る
。

43
大
谷
本
三
一
六
七

423
〜
436
（
434
〜
447
）

44
大
谷
本
三
一
六
九

475
〜
484
（
486
〜
495
）

45
大
谷
本
三
一
七
五

371
〜
389
（
381
〜
399
）

46
大
谷
本
三
五
〇
七

１
〜
10
（
１
〜
10
）

47
大
谷
本
四
三
七
一

463
〜
471
（
474
〜
482
）

48
大
谷
本
四
三
九
四

567
〜
588
（
581
〜
602
）

大
谷
本
の
太
公
家
教
六
本
の
系
統
を
検
討
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
そ
の
本
文

を
紹
介
し
て
お
く
の
が
便
利
で
あ
ろ
う
。
図
一
は
、
43
｜
46
、
48
五
本
原
本
の
写

真
を
、『
大
谷
文
書
集
成
』
弐
に
拠
り
掲
げ
た
も
の
で
あ
る12

）

。
そ
し
て
、
43
｜
48

一
八

大
谷
文
書
の
太
公
家
教
（
黒
田

彰
）
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(2)44 3169

(4)46 3507

(1)43 3167

(5)48 4394

図一 大谷文書の太公家教
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六
本
を
、
原
本
の
行
取
り
に
従
い
翻
字
し
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る13

）

（
大
谷

文
書
番
号
下
の
（

）
は
、
句
番
号
で
あ
る
。
翻
字
は
、
通
行
の
字
体
に
よ
る
。
い

ず
れ
も
前
後
が
破
損
し
て
い
る
。

は
、
上
下
の
破
損
を
表
わ
す
。

は
、

残
画
か
ら
推
定
さ
れ
る
文
字
を
示
し
て
い
る
）。

⑴
43

三
一
六
七
（
423
〜
436
）

兄
弟
信

死
怨
夫
婦
信

恩
抱
薪
救
火
火
必

人
隔
門
不
如
一
人

⑵
44

三
一
六
九
（
475
〜
484
）

山
魯
連
赴
海

皐
声
聞
於
天

外
必
聞知

⑶
45

三
一
七
五
（
371
〜
389
）

傷
凡
人
不
可

公
王
蒿
艾
之
中

得
傷
仁１

慈
者
受

傷
斉
々
之
人２

為

過
密
奄

１
仁
、「
任
」
ら
し
き
文
字
を
抹
消
し
て
右
傍
記
。

２
人
、「
士
」
を
抹
消
し
て
右
傍
記
。

⑷
46

三
五
〇
七
（
１
〜
10
）

余
乃
生
逢

流
移
只
欲
隠

只
欲
揚
名
於
後

徳
薄
不
堪
人
師

47

四
三
七
一
（
463
〜
471
）

厄
之

太
公

⑸
48

四
三
九
四
（
567
〜
588
）

疎
栄
則
共
楽

懃
是
無
価
之
宝

宮
海
蔵
学
是
明

書
良
田
三
傾
不
如

則

重

賞
之
下
必

奴
養

さ
て
、
43
｜
48
の
大
谷
本
六
本
は
、
そ
れ
ら
の
句
番
号
を
通
覧
す
れ
ば
分
か
る
よ

う
に
、
必
ず
し
も
太
公
家
教
本
文
の
流
れ
に
従
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、

43
｜
48
六
本
を
、
改
め
て
太
公
家
教
の
順
序
に
倣
っ
て
並
べ
直
せ
ば
、

⑷
46
（
１
〜
10
）

⑶
45
（
371
〜
389
）

二
〇

大
谷
文
書
の
太
公
家
教
（
黒
田

彰
）



⑴
43
（
423
〜
436
）

47
（
463
〜
471
）

⑵
44
（
475
〜
484
）

⑸
48
（
567
〜
588
）

と
な
る
で
あ
ろ
う
。
興
味
深
い
の
は
、
大
谷
本
六
本
の
太
公
家
教
に
、
全
く
重
複

の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
右
記
の
六
本
の
本
文
に
句
読
点
を
施
し
、
句
番
号

を
付
し
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る14

）

（
句
番
号
は
、
入
矢
氏
の
校
訂
本
文
に
よ

る
。（

）
内
に
、
大
谷
本
に
欠
け
た
句
文
字
を
補
う

暫
く
入
矢
氏
校
訂
本
に
よ

る

。
以
下
、
破
損
を
、

で
示
す
）。

⑷
46
余１

乃
生
逢
（
乱
代
）

（
波４

）

流
移
。
只５

欲
隠
（
山
学
道
）

只７

欲

揚
名
於
後
（
代
）

（
才９

軽
）
徳
薄
、
不10

堪
人
師
。

⑶
45
（
還371

是
自
）
傷
。
凡372

人
不
可

（
相
）

（
或375

出
）
公
王
。
蒿376

艾
之
中

（
助379

闘
）
得
傷
。
仁380

慈
者
受

（
為383

土
所
）
傷
。
斉384

々
之
人
、
為385

（
酒

所

）

（
知388

人
有
）
過
、
密389

奄
（
深
蔵
）。

⑴
43
兄423

弟
信
（
讒
）

（
必428

致
）
死
恩
。
夫425

婦
信
（
讒
）

（
荆430

棘
蒙
）
恩
。

抱431

薪
救
火
、
火432

必
（
成
炎
）

（
千435

）
人
隔
門
、
不436

如
一
人
（
抜
関
）。

47
（
屈463

）
厄
之
（
人
）

太471

公
（
未
達
）

⑵
44
（
巣475

父
居
）
山
、
魯476

連
赴
海

（
鶴479

鳴
九
）
皐
、
声480

聞
於
天

外484

必
知

聞
。

⑸
48
（
情567

薄
則
）
疎
。
栄568

則
共
楽

懃572

是
無
価
之
宝

（
慎578

是
竜
）
宮
海
蔵
、

学573

是
明
（
月
神
珠
）

（
不575

如
明
解
経
）
書
。
良576

田
三
傾
、
不577

如
（
薄
芸
随

軀
）

重582

賞
之
下
、
必583

（
有
勇
夫
）

（
只587

愛
有
力
之
）
奴
。
養588

（
男
不

教
）

二

大
谷
本
の
太
公
家
教
、
43
｜
48
の
本
文
系
統
を
考
察
す
る
に
当
た
り
、
ま
ず
有

力
な
手
掛
か
り
を
提
供
し
て
く
れ
そ
う
な
の
は
、
⑸
48
四
三
九
四
で
あ
ろ
う
と
思

わ
れ
る
。
48
の
本
文
を
重
ね
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

48
（
情567

薄
則
）
疎
。
栄568

則
共
楽

懃572

是
無
価
之
宝

（
慎578

是
竜
）
宮
海
蔵
、

学573

是
明
（
月
神
珠
）

（
不575

如
明
解
経
）
書
。
良576

田
三
傾
、
不577

如
（
薄
芸
随

軀
）

重582

賞
之
下
、
必583

（
有
勇
夫
）

只587

愛
有
力
之
）
奴
。
養588

（
男
不
教
）

と
こ
ろ
で
、
先
述
の
小
島
憲
之
、
鄭
阿
財
「
両
氏
の
論
に
は
字
句
内
容
に
関
し
た

詳
細
な
考
証
は
見
ら
れ
な
い
」
と
言
う
張
娜
麗
氏
は
、
大
谷
本
43
｜
48
六
本
の

「
問
題
点
、
及
び
敦
煌
本
と
の
比
較
に
つ
い
て
小
述
す
る
」
と
前
置
き
し
て
、
例

え
ば
48
本
を
検
討
し
、

四
三
九
四
の
三
行
目
の
「
海
蔵
、
学
是
明
」
の
句
は
、
や
や
異
質
に
も
見
ら

れ
る
が
、S

.1163

本
は
「
学
是
明
月
神
珠
、
慎
是
竜
宮
海
蔵
」
に
作
っ
て

い
る
。S

.3835

本
は
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
様
だ
が
、
こ
の
二
句
の
間
に
更
に
別

二
一

文
学
部
論
集

第
九
十
三
号
（
二
〇
〇
九
年
三
月
）



な
五
句
が
加
わ
っ
て
い
る
。
ま
た
、『
鳴
沙
石
室
佚
書
』
本
〔
１
羅
振
玉
氏

旧
蔵
本
〕
は
、
前
句
は
あ
る
が
、「
竜
宮
海
蔵
」
の
文
字
は
見
当
た
ら
な
い
。

『
太
公
家
教
』
の
本
文
は
、
転
写
、
伝
承
の
間
の
揺
れ
が
相
当
に
あ
り
、
字

句
を
異
に
す
る
も
の
が
多
い
も
の
の
、
本
断
片
も
敦
煌
出
土
の
も
の
と
等
質

の
『
太
公
家
教
』
本
文
を
抄
写
し
た
も
の
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
の
で15

）

、
始
め
に
そ
の
張
氏
の
指
摘
の
内
容
を
確
認
し
た
い
。

48
本
に
お
け
る
最
大
の
問
題
は
、
何
と
言
っ
て
も
張
氏
が
、「
や
や
異
質
に
も

見
ら
れ
る
」
と
記
さ
れ
た
、
原
本
「
三
行
目
の
「
海
蔵
、
学
是
明
」
の
句
」
の
順

序
に
こ
そ
存
し
よ
う
。
そ
の
問
題
と
は
即
ち
、
例
え
ば
入
矢
氏
校
訂
本
に
お
け
る

第
572
｜
578
句
の
順
序
が
、
大
谷
本
四
三
九
四
つ
ま
り
48
本
に
お
い
て
、

懃572

是
無
価
之
宝

（
慎578

是
竜
）
宮
海
蔵
、
学573

是
明
（
月
神
珠
）

（
不575

如
明
解
経
）
書
。
良576

田
三
傾
、
不577

如
（
薄
芸
随
軀
）

重582

賞
之
下

と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
事
実
に
対
し
、
張
氏
は
、
敦
煌
本

三
本
（
Ｓ
一
一
六
三

5a

、
Ｓ
三
八
三
五

９

、『
鳴
沙
石
室
佚
書
』
本

１

羅
振
玉
氏
旧
蔵
本

）
を
比
較
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
で
以
下
、
張
氏
が
敦

煌
本
三
本
（
5a
、
９
、
１
）
の
本
文
を
、
48
本
と
対
校
さ
れ
た
こ
と
の
経
過
及
び
、

そ
の
結
論
に
関
し
、
少
し
吟
味
し
よ
う
。

さ
て
、
張
氏
が
最
初
に
比
較
さ
れ
た
5a
Ｓ
一
一
六
三
、
566
｜
589
句
の
本
文
を
示

せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
⃞
は
、
難
読
、
▼
は
、
当
該
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
、

33
本

Ｐ
三
七
六
四

に
対
す
る
独
自
句
の
入
る
位
置
を
表
わ
す
。
後
掲
の
表
一

参
照
）。5a

（
Ｓ
一
一
六
三
）

意566

重
則
密
、
情567

薄
則
疎
。
栄568

則
同
栄
、
辱569

則
同
□
。
難570

相
救
、
危571

則
扶
。

勤572

是
無
価
之
宝
、
学573

是
明
月
神
珠
。
▼
１
慎578

）是
竜
宮
海
蔵
、
忍579

）是
護
身
之
符
。

積574

財
十
万
、
不575

如
明
解
経
書
。
良576

田
千
傾
、
不577

如
溥
芸
随
身
。
者584

償
、
有585

過

者
誅
。
不586

念
無
功
之
子
、
只587

愛
有
力
之
奴
。
養588

男

教
、
長589

大
是
之

テ
キ
ス
ト
5a
の
場
合
、
張
氏
が
正
し
く
「S

.1163

本
は
「
学573

是
明
月
神
珠
、
慎578

是
竜
宮
海
蔵
」
に
作
っ
て
い
る
」
と
言
わ
れ
た
通
り
、
例
え
ば
入
矢
氏
校
訂
本
の

573
句
以
下
に
対
し
、
573
、
578
二
句
の
順
序
が
や
は
り
、
極
め
て
特
異
で
あ
る
こ
と

が
確
認
出
来
る
。
と
こ
ろ
が
、
48
本
の
問
題
と
い
う
の
は
、
換
言
す
れ
ば
、
そ
の

句
順
が
、

572
↓
578
↓
573

と
な
っ
て
い
て
、
572
句
と
573
句
と
の
間
に
、
恰
も
578
句
な
ど
が
入
っ
て
い
る
如
く

見
え
る
こ
と
に
存
し
て
い
る
。
そ
の
点
、
5a
は
、
そ
れ
が
、

572
↓
573
↓
578
…
…

と
な
っ
て
い
る
の
で
当
然
、
48
本
と
は
合
致
し
な
い
。
従
っ
て
、
こ
の
ケ
ー
ス
に

お
い
て
は
、
例
え
5a
の
本
文
を
見
た
と
し
て
も
、
新
た
な
問
題
を
提
起
し
は
す
る

が
、
先
の
48
本
の
問
題
に
対
す
る
、
答
え
は
得
ら
れ
な
い
こ
と
が
分
か
る
。
そ
の

他
、
48
と
5a
の
本
文
を
較
べ
る
と
、
例
え
ば
二
本
の
568
句
が
、

48
栄
則
共
楽

5a
栄
則
同
栄

と
一
致
せ
ず
、
ま
た
、
5a
に
は
、
582
句
「
重
賞
之
下
」
が
な
い
こ
と
（
5a
は
、
580

｜
583
四
句
欠
）
な
ど
、
こ
の
両
本
に
は
相
違
が
顕
著
で
あ
る
。

張
氏
の
比
較
さ
れ
た
二
番
目
の
９
Ｓ
三
八
三
五
、
566
｜
589
句
の
本
文
を
示
せ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

９
（
Ｓ
三
八
三
五
）

二
二

大
谷
文
書
の
太
公
家
教
（
黒
田

彰
）



意566

重
則
蜜
、
情567

薄
則
疎
。
栄568

則
同
栄
、
辱569

則
同
辱
。
難570

則
相
救
、
危571

則
於
扶
。

懃572

是
無
価
之
宝
、
学573

是
明
月
神
朱
。
積574

財
千
万
、
不575

如
明
解

書
。
良576

田
万

傾
、
不577

如
薄
芸
随
軀
。
慎578

是
竜
宮
海
蔵
、
忍579

是
護
身
之
符
。
香580

餌
之
下
、
必581

有
懸
鉤
之
魚
。
重582

償
之
下
、
必583

有
勇
夫
。
有584

功
者
償
、
□585

過
者
誅
。
不586

念
無

功
之
子
、
只587

愛
有
力
之
奴
。
養588

男
不
教
、
不589

如
養
奴

右
の
９
本
の
特
徴
に
つ
い
て
、
張
氏
は
、「S

.3835

本
〔
即
ち
、
９
本
〕
は
こ
れ

〔
即
ち
、
5a
〕
と
ほ
ぼ
同
様
だ
が
、
こ
の
二
句
〔
573
、
578
句
〕
の
間
に
更
に
別
な

五
句
が
加
わ
っ
て
い
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
。「
二
句
の
間
」
と
い
う
の
は
、
問
題

の
、

学573

是
明
月
神
珠

慎578

是
竜
宮
海
蔵

両
句
間
の
こ
と
を
指
し
、
そ
れ
は
、
９
に
お
け
る
573
、
578
二
句
間
が
、

573
↓
574
↓
575
↓
576
↓
577
↓
578

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
、
述
べ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
（
両
句
に
挟
ま
れ
て
い

る
の
は
、
実
際
は
四
句
で
あ
る
）。
さ
て
、
こ
こ
で
、
先
の
48
本
の
問
題
、

572
↓
578
↓
573

の
句
順
に
還
る
な
ら
ば
、
例
え
ば
９
本
の
そ
れ
は
、

572
↓
573
…
…
↓
578

と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
９
も
5a
と
変
わ
り
の
な
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

つ
ま
り
９
本
は
、
や
は
り
問
題
に
向
け
た
答
え
と
は
な
ら
な
い
こ
と
が
、
明
ら
か

と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
９
の
場
合
、
例
え
ば
48
本
に
対
し
て
、
さ
ら
に
578
句
と
574

｜
577
句
と
の
転
倒
も
生
じ
、
両
本
568
句
に
見
え
る
、

48
栄
則
共
楽

９
栄
則
同
栄

等
の
異
同
に
加
え
て
、
5a
よ
り
も
む
し
ろ
、
48
本
と
の
距
離
が
大
き
い
テ
キ
ス
ト

と
判
断
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

張
氏
が
48
本
と
比
較
さ
れ
た
、
第
三
の
テ
キ
ス
ト
が
、『
鳴
沙
石
室
佚
書
』
本

即
ち
、
１
羅
振
玉
氏
旧
蔵
本
で
あ
る
。
１
本
566
｜
589
句
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の

通
り
で
あ
る
。

１
（
羅
振
玉
氏
旧
蔵
本
）

意566

重
則
密
。
栄568

則
同
栄
、
辱569

則
同
辱
。
難570

則
相
救
、
危571

則
相
扶
。
勤572

是
無
価

之
宝
、
学573

是
明
月
神
珠
。
積574

財
千
万
、
不575

如
明
解
一
経
。
良576

田
千
傾
、
不577

如

薄
芸
随
軀
。
慎578

是
護
身
之
符
、
謙579

是
百
行
之
本
。
香580

餌
之
下
、
必581

懸
鉤
之
魚
。

重582

賞
之
家
、
必583

有
勇
夫 功ト

、
之584

者
可
償
、
過585

者
可
誅
。
慈586

父
不
愛

力
之
子
、

只587

愛
有
力
之
奴
。
養588

男
不
教
、
為589

人
養
奴

こ
の
１
本
の
特
徴
に
関
し
、
張
氏
は
、「
前
句
〔
573
句
〕
は
あ
る
が
、「
竜
宮
海

蔵
」〔
578
句
〕
の
文
字
は
見
当
た
ら
な
い
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
5a
に

お
け
る
、

学573

是
明
月
神
珠

慎578

是
竜
宮
海
蔵

二
句
の
内
、
１
本
に
は
前
者
（
573
句
）
は
存
す
る
も
の
の
、
後
者
（
578
句
）
の

部
、
四
文
字
が
見
え
な
い
こ
と
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
１
に

部
四
字

の
見
当
た
ら
な
い
こ
と
は
、
後
述
に
従
う
と
し
て
、
先
の
48
本
の
問
題
、

572
↓
578
↓
573

を
考
え
て
み
る
と
、
１
本
は
、

572
↓
573
…
…
↓
578
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と
な
っ
て
い
て
、
こ
の
句
順
は
、
９
ま
た
、
5a
本
と
同
じ
で
あ
る
。
す
る
と
、
１

本
も
や
は
り
、
48
本
の
問
題
に
答
え
る
テ
キ
ス
ト
で
は
な
い
と
結
論
せ
ざ
る
を
得

な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
１
本
は
、
48
本
に
対
し
て
、
９
と
同
様
、
578
句
と

574
｜
577
句
が
転
倒
し
て
お
り
、
568
句
も
、

48
栄
則
共
楽

１
栄
則
同
栄

と
異
な
っ
て
い
る
。
加
う
る
に
、
１
本
は
、
567
句
「
情
薄
則
疎
」
を
欠
い
て
お
り

（
48
本
に
は
存
す
る
）、
な
お
48
本
に
較
べ
て
、
575
句
の
、

48
（
不
如
明
解
経
）
書

１
不
如
明
解
一
経

或
い
は
、
582
句
の
、

48
重
賞
之
下

１
重
賞
之
家

等
の
異
同
が
目
立
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
１
は
5a
、
９
本
よ
り
も
さ
ら
に
、

48
本
と
の
距
た
り
の
開
い
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。

以
上
、
48
本
の
特
徴
的
な
句
順
の
問
題
を
例
と
し
て
、
張
氏
が
48
本
と
対
校
さ

れ
た
、
敦
煌
本
三
本
（
5a
、
９
、
１
）
と
の
比
較
の
経
過
及
び
、
結
論
を
辿
り
直

し
て
み
た
。
そ
の
結
果
、
張
氏
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
敦
煌
本
三
本
（
5a
、
９
、

１
）
は
、
太
公
家
教
本
文
の
系
統
研
究
上
、
極
め
て
有
意
義
な
テ
キ
ス
ト
選
択
で

あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
（
後
述
）、
し
か
し
、
そ
の
三
本
は
、
例
え
ば
件
の

句
順
に
表
わ
れ
る
、
48
本
の
本
文
系
統
を
究
明
す
る
上
で
は
、
殆
ど
役
に
立
た
な

い
こ
と
が
分
か
る
。
さ
て
、
こ
の
こ
と
は
一
体
、
何
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
、
張
氏
の
取
り
上
げ
ら
れ
た
三
本
の
系
統
に
注
目
し
よ
う
（
前
掲
「
太
公

家
教
諸
本
系
統
一
覧
」
参
照
）。
す
る
と
、
そ
れ
ら
三
本
の
系
統
は
、

5a
…
…
Ｃ
⑴

９
…
…
Ｄ

１
…
…
Ａ

に
属
し
て
お
り
、
ま
た
、
興
味
深
い
こ
と
に
、
そ
れ
ら
の
三
本
は
、
同
じ
系
統
の

も
の
が
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
系
統
を
異
に
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と

か
ら
推
し
て
、
上
述
張
氏
に
よ
る
48
本
と
敦
煌
本
三
本
と
の
比
較
が
意
味
す
る
も

の
は
即
ち
、
48
本
が
Ａ
、
Ｃ
⑴
、
Ｄ
の
三
系
統
に
は
属
し
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

に
外
な
る
ま
い
。

さ
て
、
48
本
が
Ａ
、
Ｃ
⑴
、
Ｄ
三
系
統
に
属
さ
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
で
は
、
48

本
は
、
そ
れ
以
外
の
い
ず
れ
か
の
系
統
に
該
当
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

事
実
、
例
え
ば
48
本
の
特
徴
的
な
句
順
、

572
↓
578
↓
573

の
問
題
に
答
え
得
る
、
た
だ
一
つ
の
系
統
が
存
在
す
る
。
そ
れ
が
Ｆ
系
統
で
あ
っ

て
、
Ｆ
系
統
の
件
の
句
順
は
、

572
…
…
↓
578
↓
573

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
形
が
正
し
く
48
本
の
問
題
を
説
明
す
る
の
で
あ
る
。
今
、

Ｆ
系
統
中
の
25
本
（
Ｐ
二
九
八
一
Ｖ
）
に
お
け
る
、
566
｜
589
句
の
本
文
を
示
せ
ば
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

25
（
Ｐ
二
九
八
一
Ｖ
）

意566

重
則
蜜
、
情567

薄
則
疎
。
栄568

則
共
楽
、
辱569

則
同
憂
。
難570

則
相
救
、
病571

則
相
扶
。

勤572

是
無
価
之
宝
、
忍579

是
護
身
之
符
。
▼
３
勤578

）是
竜
宮
海
蔵
、
学573

）是
明
月
神
珠
。

積574

財
千
万
、
不575

如
明
解
経
書
。
良576

田
百
頃
、
不577

如
薄
伎
随
身
。
香580

餌
之
下
、

二
四

大
谷
文
書
の
太
公
家
教
（
黒
田

彰
）



必581

有
懸
魚
。
重582

賞
之
下
、
必583

有
勇
夫
。
有584

功
者
賞
、
有585

過
者
誅
。
不586

念
無
功

之
子
、
只587

愛
有
力
之
奴
。
養588

男
不
教
、
為589

他
養
奴

上
掲
25
本
の
本
文
を
見
る
と
、
先
に
触
れ
た
如
く
、
48
本
に
お
け
る
、

572
↓
578
↓
573

の
句
順
が
、
25
に
お
い
て
も
、

572
↓
579
↓
578
↓
573

と
な
っ
て
い
て
、
正
し
く
48
本
と
一
致
す
る
。
そ
れ
は
ま
た
、
48
本
の
572
句
と
578

句
と
の
間
、
つ
ま
り
、

勤572

是
無
価
之
宝

宮578

海
蔵

の
破
損
部

に
は
本
来
、

忍579

是
護
身
之
符
、
勤578

是
竜

の
九
文
字
の
入
る
べ
き
こ
と
を
も
、
同
時
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
但
し
、
578

句
「
勤
是
」
の
二
字
に
は
一
考
の
余
地
が
あ
り
、
或
い
は
、「
作
是
」
な
ど
と
す

べ
き
か
も
し
れ
な
い
。
後
掲
、
表
一
参
照
）。
そ
の
他
、
568
句
が
両
本
に
お
い
て

始
め
て
、

48
栄
則
共
楽

25
栄
則
共
楽

と
、
合
致
を
見
せ
る
こ
と
な
ど
を
含
め
、
大
谷
本
48
本
の
本
文
は
、
敦
煌
本
太
公

家
教
の
Ｆ
系
統
に
属
す
る
も
の
と
考
え
て
良
い
。

こ
こ
で
、
具
体
的
に
そ
の
事
実
を
確
認
す
べ
く
、
次
頁
の
表
一
に
、
太
公
家
教

566
｜
589
諸
本
対
校
表
を
掲
げ
る
（
表
一
参
照
）。
表
一
は
、
33
本
（
Ｐ
三
七
六
四
、

Ｅ
）
を
底
本
と
し
、
全
諸
本
を
Ａ
｜
Ｇ
に
分
類
、
近
似
す
る
系
統
毎
に
配
し
て16

）

、

諸
本
間
に
お
け
る
字
句
の
異
同
を
示
し
た
も
の
で
、
右
端
が
校
訂
本
文
で
あ
る

（

は
、
破
損
、
｜
は
、
欠
落
を
表
わ
す
。
ま
た
、
□
は
、
難
読
、

は
、
当

該
伝
本
の
始
め
、
終
わ
り
を
示
し
て
い
る
。
▼
は
、
33
本
に
対
す
る
独
自
句
、
表

内
の
ア
ラ
ビ
ア
数
字
は
、
校
注
で
、
共
に
表
末
に
記
し
た
）。

表
一
に
よ
れ
ば
、
例
え
ば
48
本
に
お
け
る
、
件
の
、

572
↓
578
↓
573

の
句
順
を
有
す
る
系
統
が
、
Ｆ
で
あ
り
（
▼
３
、
４
、
５
、
６
、
７
参
照
。
独
自

句
と
し
て
579
、
578
句
が
前
出
す
る
代
わ
り
に
、
例
え
ば
33
本
に
お
け
る
578
、
579
句

の
位
置
に
当
た
る
二
句
を
欠
く
）、
ま
た
、
張
氏
の
取
り
上
げ
ら
れ
た
Ｃ
⑴
及
び
、

Ｄ
系
統
の
32a
も
、
同
様
の
句
順
を
も
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
▼
１
、
２
）。

し
か
し
、
Ｃ
⑴
が
48
本
と
合
わ
な
い
こ
と
は
、
前
述
し
た
。
Ｄ
の
32a
も
、
も
う
一

本
の
９
本
が
48
本
と
合
わ
な
い
こ
と
、
前
述
の
如
く
、
さ
ら
に
48
本
と
較
べ
て
、

568
句
の
、

48
栄
則
共
楽

32a
栄
則
同
楽

や
、
575
句
の
、

48
（
不
如
明
解
経
）
書

32a
不
而
明
解
経
詩

な
ど
の
相
違
が
あ
る
点
（
Ｆ
の
37
も
、「
詩
」）、
48
本
と
の
系
統
的
関
連
は
認
め

難
い
。
お
そ
ら
く
32a
は
、
か
つ
て
Ｆ
系
統
と
接
触
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の

他
、
568
句
を
「
栄
則
共
楽
」
に
作
る
の
も
、
Ｆ
系
統
と
48
本
の
特
徴
の
一
つ
と
捉

え
て
良
い
で
あ
ろ
う
。
一
方
で
、
Ａ
系
統
の
23
も
同
形
の
句
を
も
つ
が
、
23
本
は
、

前
述
の
１
本
と
共
に
、
や
は
り
578
句
「
慎
是
竜
宮
海
蔵
」
の
四
文
字
が
見
え
な
い

こ
と
な
ど
、
48
本
と
の
距
た
り
が
非
常
に
大
き
い
。
因
み
に
、
１
本
以
下
の
Ａ
系
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表一 太公家教566-589諸本対校表

G  F  B
(1) D  A  C

(1) Ｅ 校
訂
本
文

句
番
号11 12 34a 4 37 7 30 25 19 9 32a 23 26 21 1 5a 33

蜜 蜜 蜜 蜜 蜜 察1 察 蜜

意
重
則
密

意
重
則
密
、

566

疎 疎 疎 疎 疎

精

疎 疎 疎 疎 疎 1 疎

情
薄
則
師

情
薄
則
疎
。

567

2
共
楽

共
楽

共
楽 楽

1

共
楽

栄
則
同
栄

栄
則
同
栄
、

568

則
憂

共
憂 憂

｜
憂 憂 憂

1＝

憂 □

辱
則
同
辱

辱
則
同
憂
。

569

救 救 救 救 救 救 救

危

扶 救

危

扶 救 久 救 救

＝

救

難
則
相
求

難
則
相
救
、

570

病 病 難

救
於

難

救

1

｜

危
則
相
扶

危
則
相
扶
。

571

宝 宝

事 □２

宝 宝

懃

宝 宝

事

宝

懃

宝

懃

宝

懃

宝 宝 宝 宝

勤1

是
無
価
之
報

勤
是
無
価
之
宝
、

572

珠

｜

珠

事

珠

忍

護

▼
7

忍

護
身
之
符
▼
6

▼
5

忍
則
是
護
身
之
扶
▼
4

忍

護
身
之
符
▼
3

仕

珠

忍

護
身
扶
▼
2

珠

＝

珠 珠 珠
▼
1

学
是
明
月
神
朱

学
是
明
月
神
珠
。

573

才
十

積
財
千
万

積
財
千
万
、

574

詩
｜2

而

詩

1

詩
一
経

不
如
明
解
経
書

不
如
明
解
経
書
。

575

順
万 不 百

頃
万 万

頃
伯

良
田
千
傾

良
田
千
頃
、

576

芸 卜 芸 芸

3

芸

身 身

芸 芸

2

1

而

芸 芸

身

芸 芸
溥
芸

身

不
如
薄
伎
随
軀

不
如
薄
芸
随
軀
。

577

勤
事
竜
宮
海
｜

竜
宮
海
蔵 1

慎
是
護
身
之
符

慎
是
竜
宮
海
蔵
、

578

慎
事
護
身

符

忍

護
身

符

謙
是
百
行
之
本

忍
是
護
身
之
符
。

579
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G  F  B
(1) D  A  C

(1) Ｅ 校
訂
本
文

句
番
号11 12 34a 4 37 7 30 25 19 9 32a 23 26 21 1 5a 33

耳
1 香

餌
之
下

香
餌
之
下
、

580

鉤
之
魚

釣
之
宜

鉤
之
魚

鉤
之
魚

鉤
之
魚

釣
之
魚

｜

鉤
之
魚

必
有
懸
魚

必
有
懸
魚
。

581

賞 賞 賞 賞 賞 賞 賞 賞 賞 賞

家

賞

家

重
償
之
下

重
賞
之
下
、

582

｜ 1

＝
功2

之
者

必
有
勇
夫

必
有
勇
夫
。

583

有
功2

者

有
功
者

有
功
者

有
功
者

有
功
者
償

有
功
者
償

有
功
者

1 有
功
者
償 償

者
償

功
者
可
賞

功
者
可
賞
、

584

誅 誅 追

者
誅

有
過
者
誅

有
過
者
誅

有
過
者
誅

有
過
者
追

□
過
者
誅

有
過
者

誅

有
過
者

誅

有
過
者1

誅

過
者
可
珠

過
者
可
誅
。

585

慈
父

愛
不
孝

慈
父

不
孝

慈
父

愛
不
孝 功 功 功 功 功

慈
父

愛

＝

父

愛

慈
父

愛

功

不
念
無
力
之
子

不
念
無
力
之
子
、

586

1

只
愛
有
力
之
奴

只
愛
有
力
之
奴
。

587

子

效

子1

＝

＝

養
男
不
教2

養
男
不
教
、

588

驢 驢

児

驢

為
他

為
他 而

驢

為
人

為
人

為
人

長
大
是
之

不
如
養
奴

不
如
養
奴
。

589

【
独
自
句
】

573
5a
▼
１

慎
是
竜
宮
海
蔵
、
忍
是
護
身
之
符

573
32a
▼
２

作
是
竜
宮
宝
蔵
、
学
是
明
月
神
珠

573
25
▼
３

勤
是
竜
宮
海
蔵
、
学
是
明
月
神
珠

573
30
▼
４

勤
是
竜
宮
海
蔵
、
学
是
明
月
神
珠

573
7
▼
５

蔵
、
学
是
明

573
37
▼
６

作
是
竜
宮
海
蔵
、
学
是
明
月
神
珠

573
4
▼
７

明
月
神
珠

【
校
注
】

566
23
１

察
、「
蜜ト
」
の
右
傍
記
に
よ
る
。

567
23
１

疎
、
右
傍
記
に
よ
る
。

568
23
１

栄
則
、
右
傍
記
に
よ
る
。

568
12
２

栄
、
右
傍
記
に
よ
る
。

569
21
１

則＝

、
右
傍
記
に
よ
る
。

571
21
１

危
、
上
に
一
字
抹
消
あ
り
。

572
33
１

勤
、
下
に
「
士ト
女ト
無ト
」
あ
り
。

572
4
２

□
、「
事
」
を
抹
消
す
る
か
。

575
23
１

不
、
右
傍
記
に
よ
る
。

575
9
２

｜
、
空
格
。

577
32a
１

不
而
、「
而
不
」
と
し
て
転
倒
符
を
付
す
。

577
9
２

軀
、
右
傍
記
に
よ
る
。

577
37
３

軀
、
旁
（
區
）
は
後
補
か
。

578
21
１

符
、「
扶ト
」
と
し
て
下
記
。

580
1
１

香
、
右
傍
記
に
よ
る
。

583
9
１

有
、「
為
」
を
抹
消
、
そ
の
右
傍
記
に
よ
る
。

583
1
２

功
、「
夫ト
」
の
右
傍
記
に
よ
る
。

584
23
１

功
、「
有
行
」
の
右
傍
記
あ
り
。

84
37
２

功
、
右
傍
記
に
よ
る
。

585
5a
１

者
、
右
傍
記
に
よ
る
。

587
9
１

奴
、
右
傍
記
に
よ
る
。

588
32a
１

子
、
右
傍
記
「
而
」
あ
り
。

588
33
２

教
、「
交ト
」
と
し
て
下
記
。
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統
に
「
竜
宮
海
蔵
」
四
文
字
が
見
当
た
ら
な
い
理
由
は
、
例
え
ば
表
一
、
校
訂
本

文
の
、
578
、
579
句
「
慎
是
竜
宮
海
蔵
、
忍
是
護
身
之
符
」
を
、
Ａ
系
統
（
及
び
、

Ｅ
、
Ｇ
）
が
、「
慎
是
護
身
之
符
、
謙
是
百
行
之
本
」
と
、
固
有
の
句
形
に
作
る

た
め
で
あ
る
。

最
後
に
、
48
本
に
看
取
さ
れ
る
、
独
特
な
点
を
一
、
二
、
上
げ
て
お
く
。
ま
ず

そ
の
576
句
、

良
田
三
傾

が
特
異
で
あ
る
（
他
本
は
、「
百

伯

」「
千
」「
万
」
な
ど
）。
ま
た
、
そ
の
583

｜
587
句
に
見
え
る
破
損
の
区
間
、
即
ち
、

必
（
有
勇
夫
）

（
只
愛
有
力
之
）
奴
。
養

に
お
け
る

部
は
、
他
の
破
損
区
間
が
約
九
｜
十
二
字
分
で
あ
る
の
に
対
し
、

聊
か
長
過
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
（
例
え
ば
Ｆ
の
25
本
で
数
え
て
二
十
二
字
分
）。
そ

こ
か
ら
、
二
、
三
句
分
の
脱
落
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
加
え
て
、
原
本
（
図
一

⑸
）
四
、
五
行
目
間
、「
書
」
の
左
に
、「

則
」
の
書
入
れ
が
見
え
て
い
る
。

は
、
下
部
の
残
画
か
ら
考
え
て
、
忍
か
も
し
れ
な
い
が
（
Ｆ
、
30
の
573
句
に
、

「
忍
則
」
と
見
え
る
）、
こ
の
書
入
れ
に
関
し
て
は
、
な
お
検
討
を
要
す
る
。

三

大
谷
本
45
（
三
一
七
五
）、
43
（
三
一
六
七
）、
44
（
三
一
六
九
）
三
本
は
、
同

一
写
本
か
ら
出
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
（
図
一
⑶
、
⑴
、
⑵
）。
次
い
で
、
そ
れ

ら
三
本
の
系
統
を
検
討
し
て
み
る
。
以
下
、
一
本
ず
つ
見
て
ゆ
こ
う
。

最
初
の
45
本
は
、
371
｜
389
句
に
該
当
す
る
部
分
が
伝
存
す
る
。
重
ね
て
45
本
の

本
文
及
び
、
新
た
に
１
羅
振
玉
氏
旧
蔵
本
（
入
矢
氏
校
訂
本
の
底
本
）
の
本
文
を

示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

45
（
還371

是
自
）
傷
。
凡372

人
不
可

（
相
）

（
或375

出
）
公
王
。
蒿376

艾
之
中

（
助379

闘
）
得
傷
。
仁380

慈
者
受

（
為383

土
所
）
傷
。
斉384

々
之
人
、
為385

（
酒
所

）

（
知388

人
有
）
過
、
密389

奄
（
深
蔵
）。

１
還371

是
自
傷
。
凡372

人
不
可

相
、
海373

水
不
可
斗
量
、
茅374

茨
之
家
、
必375

出
公
王
。
蒿376

艾
之
下
、
必377

有
蘭
芳
。
助378

祭
得
食
、
助379

闘
得
傷
。
人380

慈
者
受
、
凶
月

381

暴
者
亡
。
清382

々

之
事
、
為385

酒
所
傷
。
聞386

人
善
事
、
乍387

可
称
楊
。
知388

人
有
過
、
密389

奄
深
蔵

上
記
二
つ
の
本
文
を
比
較
す
る
に
、
ま
ず
右
の
１
羅
振
玉
氏
旧
蔵
本
を
含
む
、
Ａ

系
統
の
本
文
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、

為383

土
所
傷
。
済384

々
之
人
、

二
句
を
欠
く
と
い
う
点
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
る
。
し
か
し
、
45
本
に
は
、

（
為383

土
所
）
傷
。
斉384

々
之
人

二
句
を
存
す
る
所
か
ら
、
45
本
は
、
Ａ
系
統
に
は
属
さ
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

る
（
Ｅ
の
33
も
、
両
句
を
欠
く
。
ま
た
、
Ｃ
⑵

29
本

は
、
382
｜
384
句
の
「
之

水
、
為
土
所
傷
。
済
々
」
の
部
分
、
Ｆ
の
30
本
は
、
383
｜
385
句
の
「
所
傷
。
済
済

之
人
、
為
酒
」
の
部
分
を
欠
い
て
い
る
。
な
お
384
句
の
「
人
」
を
、
Ｅ
、
Ｆ

「
仕
」、
Ｂ
⑵
Ｃ
⑵
「
士
」
に
作
る

Ｃ
⑴
、
31
も
「
士
」
）。
と
こ
ろ
が
、
一
見

こ
の
こ
と
に
反
す
る
よ
う
に
見
え
る
の
が
、
45
本
380
句
に
お
け
る
、

仁
慈
者
受

の
表
記
で
、
そ
の
「
受
」
字
は
、
Ａ
系
統
に
し
か
記
さ
れ
な
い
（
多
く
は
「
寿
」
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に
作
る
。
た
だ
Ｅ
の
33
本
が
、「
授
」
の
右
に
ト
符
号
を
付
し
て
見
せ
消
ち
し
、

「
寿
」
と
下
記
す
る
。
ま
た
、
Ｆ
の
25
本
に
は
、「
仁
者
受
福
」
と
あ
る
）。
し
か

し
、
そ
の
一
字
目
「
仁
」
を
、
Ａ
系
統
の
１
、
21
が
「
人
」
に
作
る
な
ど
（
Ｄ
及

び
、
Ｆ
の
30
も
「
人
」）、
そ
の
事
実
だ
け
で
、
45
本
を
Ａ
系
統
に
結
び
付
け
る
こ

と
は
出
来
な
い
。
ま
た
、
45
本
の
376
句
に
お
け
る
、

蒿
艾
之
中

も
注
意
す
べ
き
表
記
で
、
そ
の
「
中
」
字
も
、
Ｃ
⑵
（
29
本
）
に
し
か
記
さ
れ
な

い
が
、
Ｃ
⑵
が
382
｜
384
句
を
欠
き
、
45
本
と
一
致
し
な
い
こ
と
は
、
前
に
述
べ
た
。

そ
の
他
、
45
本
375
句
の
、

（
或
出
）
公
王

を
、
Ｃ
⑴
系
統
は
、

或
出
国
王

に
作
る
の
で
（
Ｃ
⑴
の
39
「
或
出
公
国
」）、
45
本
は
、
Ｃ
⑴
系
統
と
も
考
え
に
く

い
。
こ
の
よ
う
に
、
45
本
の
系
統
は
、
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。
言
わ
ば
消

去
法
的
に
推
測
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
Ａ
、
Ｃ
⑴
⑵
、
Ｄ
系
統
な
ど
で
は
な
さ
そ

う
な
こ
と
で
あ
る
。
引
き
続
き
、
43
、
44
本
の
系
統
を
検
討
す
る
。

第
二
の
43
本
及
び
、
１
本
の
本
文
を
併
せ
て
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
423

｜
436
句
存
）。

43
兄423

弟
信
（
讒
）

（
必428

致
）
死
恩
。
夫425

婦
信
（
讒
）

（
荆430

棘
蒙
）
恩
。

抱431

薪
救
火
、
火432

必
（
成
炎
）

（
千435

）
人
隔
門
、
不436

如
一
人
（
抜
関
）。

１
兄423

弟
信
讒
、
分424

別
異
居
。
夫425

婦
信
讒
、
男426

女
生
分
。
朋427

友
信
讒
、
必428

致
死
怨
。

天429

雨
五
穀
、

430

荆
蒙
恩
。
杞431

薪
救
火
、
々432

必
成
災
。
楊433

湯
至
沸
、
不434

如
去
薪
。
千435

人
排
門
、
不436

如
一
人
抜
関

43
本
は
、
小
島
憲
之
氏
が
大
谷
文
書
中
に
始
め
て
発
見
、
紹
介
さ
れ
た
太
公
家
教

に
当
た
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
本
書
と
入
矢
氏
校
訂
本
と
を
比
較
し
た
小
島
氏
が
、

「
両
者
の
間
に
は
、
順
序
の
違
う
部
分
が
存
在
す
る17

）

」、
或
い
は
、「「
夫
婦
信
讒
」

と
「
必
致
死
怨
」
と
が
逆
に
な
」
っ
て
い
る18

）

と
述
べ
ら
れ
た
の
は
、
43
本
に
お
け

る
句
順
が
、

423
｜
428
｜
425
｜
430

と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
す
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
太
公
家
教
の
そ
の
前
後
の

本
文
は
、

国419

信
讒
言
、
必420

殺
忠
臣
。

治421

家
信
讒
、
家422

必
敗
亡
。

兄423

弟
信
讒
、
分424

別
異
居
。

夫425

婦
信
讒
、
男426

女
生
分
。

朋427

友
信
讒
、
必428

致
死
怨

と
対
句
が
並
ん
で
い
る
か
ら
、
43
本
に
お
け
る
、
特
異
な
句
順
は
、

部
（
425
、

426
句
）
と

部
（
427
、
428
句
）
と
の
二
句
が
入
れ
替
わ
り
、

423
424
｜
427
428
｜
425
426

と
な
っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
現
象
は
、
43
本
の
誤
写
と

捉
え
ら
れ
よ
う
。
例
え
ば
敦
煌
本
Ｃ
⑴
39
の
内
に
も
一
旦
、

必
見
敗
亡
。
兄
弟
信
讒
、
分
別
異
居
。
婦
人
信
讒
、
必
見
敗
亡
。
兄
弟
信
讒
、

分
別
異
居
。
男
女
生
分
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と
筆
録
し
て
、

部
を
墨
滅
す
る
写
し
誤
り
が
見
え
て
い
る
。
ま
た
、
43
本
435

句
に
、（

千
）
人
隔
門

と
記
さ
れ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
小
島
氏
が
、
入
矢
氏
校
訂
本
の
「
千
人○

排△

門○
」
を
上
げ
て
、「「
排
門
」
の
「
排
」
を
「
隔
（

）」
に
作
る
な
ど
多
少
の

異
同
が
み
え
る
」
と
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に19

）

、
そ
の
「
隔
」
字
は
、
他
の
ど
の
本
に

も
見
出
だ
し
得
な
い
、
43
本
固
有
の
文
字
と
な
っ
て
い
る
。

さ
て
、
43
本
と
他
の
諸
本
と
を
比
較
す
る
と
、
例
え
ば
43
本
の
425
句
「
夫
婦
信

（
讒
）」
を
、
Ｃ
⑶
、
Ｅ
は
、

夫
妻
信
讒

に
作
り
（
Ｃ
⑴
、
39
「
婦
人
信
讒
」）、
ま
た
、
43
本
の
431
句
「
抱
薪
救
火
」
を
、

Ｂ
⑴
⑵
、
Ｄ
は
、

把
薪
救
火

と
作
り
（
Ｂ
⑴
は
、「
把
薪
炎
火
」

Ｇ
の
34a
も
同
じ

）、
さ
ら
に
、
43
本
の
436
句

「
不
如
一
人
（
抜
関
）」
を
、
Ｂ
⑵
、
Ｄ
は
、

不
而
一
人
抜
関

に
作
る
の
で
（
Ｅ
「
不
好
一
人
抜
関
」）、
43
本
は
、
Ｂ
⑴
⑵
、
Ｃ
⑶
、
Ｄ
、
Ｅ
に

は
属
さ
な
い
可
能
性
が
高
い
。
し
か
し
、
43
本
の
場
合
も
や
は
り
、
先
の
45
本
と

同
じ
く
、
現
存
部
分
だ
け
で
は
そ
の
系
統
が
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
あ
る
。

最
後
の
44
本
及
び
、
１
本
の
本
文
を
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
（
475
｜
484
句

存
）。

44
（
巣475

父
居
）
山
、
魯476

連
赴
海

（
鶴479

鳴
九
）
皐
、
声480

聞
於
天

外484

必
知
聞
。

１
（
巣475

）
父
居
山
、
魯476

連
海
水
。
孔477

鳴
盤
桓
、
候478

時
而
起
。
鶴479

鳴
九
皐
、
声480

聞
於

天
。
電481

裏
燃
火
、
焼482

気
成
雲
。
家483

中
有
悪
、
人484

必
知
之

ま
ず
44
本
の
右
の
翻
字
に
関
し
、
一
言
す
る
。
476
句
三
字
目
の
「
赴
」
は
、
原
本

一
行
目
の
四
字
目
（
図
一
、
⑵
参
照
）
に
、
走そう
繞によう
の
残
画
が
確
認
し
得
る
こ
と

に
よ
り
、
四
字
目
の
「
海
」
は
、
そ
の
下
に
、
三さん
水ずい
の
一
部
が
残
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
判
断
し
た
。
ま
た
、
484
句
一
字
目
の
「
外
」
は
、
原
本
三
行
目
の
旁
つくり

「
卜
」
の
残
画
に
よ
り
、
二
字
目
以
下
の
「
必
知
聞
」
は
、
や
は
り
そ
の
下
の
残

画
及
び
、
右
傍
記
の
「
知
」
に
よ
り
、
各
々
判
読
し
た
。
な
お
原
本
二
行
目
の
第

一
字
（
479
句
、
四
字
目
）
が
「
皐
」
で
あ
る
こ
と
は
、
張
氏
の
指
摘
が
あ
る20

）

。

こ
こ
で
、
次
頁
の
表
二
に
、
太
公
家
教
475
｜
484
諸
本
対
校
表
を
掲
げ
る
（
見
方

は
、
表
一
と
同
じ
）。
今
、
44
本
を
表
二
と
照
合
す
る
と
、
そ
の
系
統
に
関
し
、

幾
つ
か
の
興
味
深
い
事
実
を
見
出
だ
す
こ
と
が
出
来
る
。
例
え
ば
44
本
、
476
句
の
、

魯
連
赴
海

に
注
目
し
た
い
。
Ａ
、
Ｂ
⑵
、
Ｄ
は
、
そ
の
「
赴
海
」
を
「
海
水
」
に
作
る
の
で
、

44
本
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
三
系
統
に
は
属
さ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
な
お
Ｆ
30

も
「
海
水
」）。
ま
た
、
そ
の
「
魯﹅
連
」
を
、
Ｂ
⑵
、
Ｃ
⑴
、
Ｄ
は
、「
路﹅
連蓮

）」
に

誤
っ
て
い
る
（
Ａ
、
23
も
同
じ
。
Ｂ
⑵
は
、「
路﹅
蓮﹅
」、
Ｃ
⑴
は
、「
路﹅
蓮﹅
覆﹅
海
」。

Ｂ
⑴
は
、「
曾﹅
連
覆﹅
海
」）。
ま
た
、
44
本
479
句
「（
鶴
鳴
九
）
皐
」
の
三
、
四
字
目

を
、
Ｂ
⑴
系
統
は
、「
鳩
皐
」
に
作
る
（
Ｆ
、
30
「
求
皐
」、
７
「
九
高
」）。
或
い

は
、
44
本
480
句
「
声
聞
於
天
」
の
二
字
目
を
、
Ｂ
⑵
、
Ｃ
⑴
、
Ｄ
は
、「
徹
」
に

作
る
こ
と
か
ら
、
44
本
は
や
は
り
、
そ
の
三
系
統
に
は
属
し
得
な
い
よ
う
に
思
わ

れ
る
（
Ｂ
⑵
は
、「
声
徹﹅
九﹅
天
」。
な
お
Ｆ
の
25
、
７
も
「
徹
」）。
そ
し
て
、
非
常
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表二 太公家教475-484諸本対校表

G  F  B
(1) D  B

(2) A  C
(3)

C
(1) Ｅ 校

訂
本
文

句
番
号11 12 34a 37 7 30 25 19 9 32a 35a 23 26 21 1 17 5a 22 33

巣
父

巣
父

巣
父

巣
父

巣
父

巣
父

巣
父

巣
父

巣
父

巣
父

巣
父

｜1

父2

巣
父

巣
父
於

巣
父

塑
婦
居
山

巣
父
居
山
、

475

海
水

曾

覆

路

海
水

路

海
水

路
蓮
海
水

路

海
水

海
水

海
水

海
水

路
蓮
覆

魯
連1

赴
海

魯
連
赴
海
。

476

明 明 明 明 明 明 明 明 明
｜
恒

名

恒

孔
鳴1

盤
桓

孔
明
盤
桓
、

477

起 起 起 起 起

＝

起

後

起

後

起 起 起 起

候
時
而
去

候
時
而
起
。

478

高
求

□
鳩
皐

鶴
鳴
九
皐

鶴
鳴
九
皐
、

479

徹 徹 徹 徹 徹
九

徹
声
聞
於
天

声
聞
於
天
。

480

1 衣
然

底
然

底 底
殺

底
然

雨
底
然 然

＝

然

□

然

電
裏
燃
火

裏
燃
火
、

481

起 起 起
火
必

煙

必2

起

煙

火
必

煙

起
焼 焼 々1

成
煙

煙
気
成
雲

煙
気
成
雲
。

482

家
中
有
悪

家
中
有
悪
、

483

之

外 外 外

｜

外 外

之2

1

之 之
之 之

人
必
知
聞

人
必
知
聞
。

484

【
校
注
】

475
１
１
｜
、
空
格
。

475
１
２
父
、「
夫
」
に
重
ね
書
き
。

476
33
１
連
、「
年ト
」
と
し
て
下
記
。

477
33
１
鳴
、「
名
」
を
見
せ
消
ち
し
て
下
記
。

481
11
１
裏
、
難
読
、
右
傍
記
に
よ
る
。

482
5a
１
々
、
下
の
一
字
難
読
、
抹
消
か
。

482
32a
２
必
、「
煙
」
を
消
し
て
「
必
」
を
二
度
右
傍
記
。

484
26
１
人
、
右
傍
記
に
よ
る
。

484
23
２
之
、
右
下
に
「
聞
」
と
傍
記
。
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に
面
白
い
の
が
、
44
本
の
484
句
「
外
必
知
聞
」
一
字
目
の
「
外
」
で
あ
る
。
表
二

を
閲
す
る
に
、
そ
の
よ
う
に
表
記
す
る
系
統
は
、
Ｂ
⑵
、
Ｄ
、
Ｆ
の
三
つ
に
過
ぎ

な
い
（
他
系
統
の
一
字
目
は
、
全
て
「
人
」。
な
お
三
、
四
字
目
の
「
知
聞
」
を
、

Ａ
は
「
知
之
」、
Ｃ
⑴
、
⑶
は
「
之
聞
」
に
作
る
。
Ｇ
の
11
も
「
之
聞
」）。
と
こ

ろ
が
、
44
本
は
、
そ
の
Ｂ
⑵
、
Ｄ
に
属
し
得
な
い
こ
と
も
ま
た
、
上
述
の
如
く
で

あ
っ
て
、
こ
の
事
実
を
通
じ
、
44
本
は
、
先
の
48
本
と
同
様
、
Ｆ
系
統
に
近
い
こ

と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
大
谷
本
45
、
43
、
44
本
が
同
一
写
本
と
さ

れ
る
こ
と
を
想
起
し
た
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
三
本
が
言
わ
ば
消
去
法
的
に
、

Ａ
、
Ｂ
⑴
⑵
、
Ｃ
⑴
⑵
⑶
、
Ｄ
、
Ｅ
、
Ｇ
に
は
属
し
得
な
か
っ
た
こ
と
を
考
え
併

せ
れ
ば
、
そ
の
45
、
43
、
44
三
本
は
、
や
は
り
48
本
と
同
じ
く
Ｆ
系
統
に
属
す
る

も
の
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
但
し
、
43
本
の
435
句
「（
千
）
人
隔
門
」
の
「
隔
」

字
や
、
48
本
の
576
句
「
良
田
三
傾
」
の
「
三
」
字
が
、
独
自
で
あ
る
こ
と
を
始
め
、

45
本
の
376
句
「
蒿
艾
之
中
」（「
中
」
字
は
、
Ｃ
⑵
に
の
み
見
え
る
）、
380
句
「
仁

慈
者
受
」（「
受
」
字
は
、
Ａ
に
の
み
見
え
る
）
な
ど
、
部
分
的
な
他
系
統
と
の
一

致
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
何
分
に
も
Ｆ
系
統
の
伝
本
の
少
な
さ
（
実
質
的
に
は
、

25
、
30
二
本
）
を
勘
案
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

大
谷
本
43
｜
48
本
の
内
、
残
る
46
、
47
二
本
の
系
統
に
つ
い
て
も
、
簡
単
に
見

て
お
く
。
ま
ず
46
（
１
｜
10
句
存
）
の
本
文
と
、
入
矢
氏
校
訂
本
の
本
文
と
を
併

せ
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

46
余１

乃
生
逢
（
乱
代
）

（
波４

）

流
移
。
只５

欲
隠
（
山
学
道
）

只７

欲
揚

名
於
後
（
代
）

（
才９

軽
）
徳
薄
、
不10

堪
人
師
。

余１

乃
生
逢
乱
代
、
長２

値
危
時
。
亡３

郷
失
土
、
波４

流
離
。
只５

欲
隠
山
学
道
、
不６

能

忍
凍
受
飢
。
只７

欲
揚
名
後
代
、
復８

無
晏
嬰
之
機
。
才９

軽
徳
薄
、
不10

堪
人
師

そ
の
46
本
は
、
太
公
家
教
に
お
け
る
冒
頭
序
文
の
１
｜
10
句
の
姿
を
今
日
に
伝
え

る
、
極
め
て
貴
重
な
ト
ル
フ
ァ
ン
文
書
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
箇
所
は

ま
た
、
諸
本
間
に
殆
ど
異
同
が
な
く
、
非
常
に
系
統
の
見
分
け
に
く
い
部
分
で
も

あ
る21

）

。
例
え
ば
46
本
の
４
句
、

（
波
）

流
移

は
、
Ａ
の
１
の
み
、

波

流
離

と
作
る
が
、
他
は
全
て
「
移
」
に
作
っ
て
い
る
（
Ｂ
⑴
の
19
の
み
「
餘
」。
三
字

目
、
Ｂ
⑴
41a
「
留
」、
41b
「
留
」）。
ま
た
、
46
本
７
句
、

只
欲
揚
名
於
後
（
代
）

の
「
於
」
を
有
す
る
の
は
、
Ｂ
⑴
、
Ｃ
⑴
、
Ｄ
三
つ
の
系
統
で
、
Ａ
、
Ｅ
は
、
そ

れ
を
欠
く
（
Ａ

１

「
只
欲
揚
後
代
」）。
結
局
、
46
本
と
他
の
諸
本
と
の
間
に

は
、
上
記
以
外
の
大
き
な
異
同
が
見
当
た
ら
ず
、
46
本
は
、
系
統
不
明
と
せ
ざ
る

を
得
な
い
。

最
後
に
、
47
本
（
463
｜
471
句
存
）
の
本
文
と
、
入
矢
氏
校
訂
本
の
本
文
と
を
併

せ
示
せ
ば
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

47
（
屈463

）
厄
之
（
人
）

太471

公
（
未
達
）。

屈463

厄
之
人
、
不464

羞
執
鞭
之
仕
。
飢465

寒
在
身
、
不466

羞
乞
食
之
恥
。
貧467

不
可
欺
、
富468

不

三
二

大
谷
文
書
の
太
公
家
教
（
黒
田

彰
）



可
恃
。
陰469

陽
相
催
、
周470

而
復
始
。
太471

公
未
達

太
公
家
教
諸
本
は
、
上
掲
47
本
の
直
前
に
当
た
る
、
459
｜
462
句
の
部
分
に
、
大
き

な
異
同
が
認
め
ら
れ22

）

、
47
本
の
以
前
を
欠
く
こ
と
が
、
大
変
惜
し
ま
れ
る
。
何
分

現
存
す
る
の
が
四
字
の
み
と
、
余
り
に
短
か
過
ぎ
、
47
本
も
系
統
不
明
と
す
べ
き

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
46
、
47
両
本
は
、
そ
の
系
統
こ
そ
特
定
し
難
い
も
の
の
、

現
存
す
る
本
文
は
、
敦
煌
本
と
完
全
に
同
じ
で
あ
り
、
そ
の
枠
外
へ
一
歩
も
出
る

も
の
で
な
い
こ
と
が
確
認
出
来
る
。

以
上
が
、
ト
ル
フ
ァ
ン
本
の
太
公
家
教
即
ち
、
大
谷
文
書
43
｜
48
本
と
、
敦
煌

文
書
に
お
け
る
そ
の
諸
本
と
の
、
本
文
比
較
の
概
要
で
あ
る
。
そ
の
結
果
は
、
ま

ず
48
本
及
び
、
43
｜
45
本
の
四
つ
の
大
谷
文
書
が
、
敦
煌
本
太
公
家
教
に
お
け
る

諸
系
統
中
、
Ｆ
系
統
に
属
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
、
次
に
、
残
る
46
、
47

二
本
は
、
敦
煌
本
と
全
く
同
文
を
有
す
る
も
の
な
が
ら
、
系
統
不
明
と
す
べ
き
も

の
で
あ
る
こ
と
の
、
二
点
に
纏
め
ら
れ
よ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
ト
ル

フ
ァ
ン
本
の
太
公
家
教
は
、
敦
煌
本
の
そ
れ
と
極
め
て
密
接
な
関
連
を
も
つ
も
の

と
断
ぜ
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
敦
煌
本
よ
り
お
そ
ら
く
一
世
紀
以
上
溯
る
、
大
谷
文

書
の
古
さ
を
考
え
併
せ
る
時
、
太
公
家
教
諸
本
に
お
け
る
Ｆ
系
統
（
及
び
、
そ
れ

に
近
似
す
る
Ｅ
、
Ｇ
系
統
）
を
、
本
文
上
の
古
形
と
位
置
付
け
、
そ
こ
か
ら
Ａ
｜

Ｄ
系
統
の
派
生
す
る
、
太
公
家
教
の
本
文
成
立
史
の
全
く
新
た
な
局
面
を
、
切
り

拓
く
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う23

）

。

さ
て
、
こ
こ
で
、
冒
頭
に
掲
げ
た
「
太
公
家
教
諸
本
系
統
一
覧
」
に
、
大
谷
文

書
の
43
｜
48
六
本
を
加
え
た
い
。
そ
の
Ｆ
、
不
明
の
二
つ
の
系
統
は
、
大
谷
本
を

補
入
し
て
、
次
の
よ
う
に
表
示
す
る
こ
と
が
出
来
る
。

Ｆ

24
・
25
・
6c
・
30
・
７
・
37
・
４
・
45
・
43
・
44
・
48

不
明
、
10
・
８
・
5c
・
5d
・
5e
・
5f
・
5g
・
5h
・
20
・
40
・
46
・
47

小
稿
を
結
ぶ
に
当
た
り
最
後
に
、
小
島
氏
が
、

吐
魯
番

ト
ル
フ
ア
ン

盆
地
は
、
中
国
辺
境
の
敦
煌
の
西
、
現
在
の
新
彊
ウ
イ
グ
ル
自
治
区

に
属
し
、
そ
こ
に
は
嘗
っ
て
高
昌
国
が
あ
っ
た
。
言
語
は
胡
語
を
話
し
な
が

ら
も
、
文
字
と
し
て
漢
字
を
習
得
し
、
胡
漢
両
用
の
官
人
た
ち
は
、
ま
ず
中

国
的
教
養
を
学
ぶ
…
…
彼
等
の
中
国
文
化
受
容
の
一
端
は
、
右
の
『
北
史
』

に
み
る
如
く
、
経
書
を
中
心
と
す
る
が
、
な
お
そ
の
裏
側
に
あ
っ
て
は
、
低

度
の
童
蒙
書
を
必
要
と
し
た
の
で
あ
る

と
指
摘
さ
れ
た
こ
と
の
重
要
さ
を24

）

、
改
め
て
銘
記
し
た
い
。

付
記

幼
学
の
会
に
よ
る
『
太
公
家
教
注
解
』（
汲
古
書
院
、
平
成
21
年
）
の
公
刊
を

予
定
す
る
が
、
小
稿
は
、
そ
の
諸
本
校
異
表
作
成
の
過
程
で
生
ま
れ
た
。
な
お
校
了

近
く
に
、
伊
藤
美
重
子
氏
『
敦
煌
文
書
に
み
る
学
校
教
育
』（
汲
古
書
院
、
平
成
20

年
12
月
）
に
接
し
た
。
本
書
は
、
19
本
（
Ｐ
二
五
六
四
）
を
底
本
と
す
る
「「
太
公

家
教
」
原
文
、
日
本
語
訳
、
訳
注
」（
二
部
一
章
附
）
を
収
載
す
る
な
ど
の
労
作
だ

が
、
残
念
な
こ
と
に
参
考
と
す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
、
小
稿
は
、
平
成

20
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
B
⑴
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

〔
注
〕

１
）小
島
憲
之
氏
「
学
事
閑
日
｜
あ
る
童
蒙
教
訓
書
断
片
を
中
心
と
し
て
｜
」（『
短
歌

文
芸

あ
け
ぼ
の
』
10
・
４
、
昭
和
52
年
８
月
）。
な
お
同
氏
の
『
万
葉
以
前
｜
上

代
び
と
の
表
現
』（
岩
波
書
店
、
昭
和
61
年
）
八
章
「
海
東
と
西
域
｜
啓
蒙
期
と

し
て
み
た
上
代
文
学
の
一
面
｜
」
に
も
言
及
が
あ
る
（
初
出
、
昭
和
58
年
）。

２
）鄭
阿
財
氏
「
学
日
益
斎
敦
煌
学
札
記
」（『
周
一
良
先
生
八
十
生
日
記
念
論
文
集
』
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所
収
、
中
国
社
会
科
学
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）

３
）張
娜
麗
氏
『
西
域
出
土
文
書
の
基
礎
的
研
究
』（
汲
古
書
院
、
平
成
18
年
）

部

一
章
一

４
）拙
稿
「
太
公
家
教

」（『
日
本
敦
煌
学
論
叢
』
１
、
比
較
文
化
研
究
所
、
平
成
18

年
）

５
）拙
稿
「
音
読
す
る
幼
学
｜
太
公
家
教
に
つ
い
て
」（『
文
学
』
７
・
２
、
平
成
18
年

３
月
）

６
）岡
田
美
穂
君
「
太
公
家
教
の
諸
本
生
成
と
流
動
」（『
中
京
大
学
文
学
部
紀
要
』

41
・
２
、
平
成
18
年
12
月
）

７
）注

４
）
５
）前
掲
拙
稿
参
照
。

８
）小
田
義
久
氏
『
大
谷
文
書
の
研
究
』（
法
蔵
館
、
平
成
８
年
）
二
章

９
）注

５
）前
掲
拙
稿
の
デ
ー
タ
に
よ
る
。

10
）入
矢
義
高
氏
「「
太
公
家
教
」
校
釈
」（『
福
井
博
士
頌
寿
記
念

東
洋
思
想
論
集
』

福
井
博
士
頌
寿
記
念
論
文
集
刊
行
会
、
昭
和
35
年

所
収
）

11
）松
尾
良
樹
氏
「
音
韻
資
料
と
し
て
の
『
太
公
家
教
』
｜
異
文
と
押
韻
｜
」（『
ア
ジ

ア
・
ア
フ
リ
カ
言
語
文
化
研
究
』
17
、
昭
和
54
年
３
月
）

12
）図
一
は
、
小
田
義
久
氏
編
『
大
谷
文
書
集
成
』
弐
（
竜
谷
大
学
善
本
叢
書
10
、
法

蔵
館
、
平
成
２
年
）
図
版
七
五
、
八
二
、
八
四
、
八
五
に
拠
る
。
な
お
47
四
三
七

一
の
図
版
は
未
収
録
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
釈
文

に
よ
れ
ば
、
43
は
、

九
・
六
糎
×
九
・
二
糎
、
44
は
、
九
・
五
×
七
、
45
は
、
一
一
・
三
×
一
〇
、
46

は
、
一
〇
・
七
×
九
、
47
は
、
四
・
三
×
五
、
48
は
、
一
〇
・
五
×
一
〇
・
五
の

大
き
さ
と
さ
れ
、
43
｜
45
三
本
は
、
共
に
「
朱
点
を
附
す
」
と
注
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
44
は
、「
三
一
六
七
号
文
書
〔
43
〕
と
関
連

」
と
言
わ
れ
る
。

13
）注

12
）前
掲
書
の
釈
文

を
参
照
す
る
が
、
必
ず
し
も
そ
れ
に
従
っ
て
は
い
な
い
。

14
）太
公
家
教
本
文
掲
出
は
省
く
。
句
番
号
な
ど
、
注

４
）前
掲
拙
稿
所
収
の
そ
の
本

文
を
参
照
さ
れ
た
い
。

15
）張
氏
注

３
）前
掲
書

16
）Ａ
｜
Ｇ
七
系
統
、
十
類
間
の
相
互
関
係
に
つ
い
て
は
、
岡
田
君
注

６
）前
掲
論
文

に
詳
し
い
。

17
）小
島
氏
注

１
）前
掲
論
文

18
）小
島
氏
注

１
）前
掲
書
。
氏
は
、
43
本
の
本
文
と
、
入
矢
氏
校
訂
本
の
「
兄○
弟○
信○

讒
…
…
夫○
婦○
信○
讒
…
…
必
致
死○
怨○
…
…
」
と
を
比
較
し
て
、
そ
の
よ
う
に
言
わ
れ

た
。

19
）小
島
氏
注

１
）前
掲
書

20
）張
氏
注

３
）前
掲
書

21
）注

４
）前
掲
拙
稿
参
照
。

22
）注

４
）前
掲
拙
稿
参
照
。

23
）ト
ル
フ
ァ
ン
本
の
太
公
家
教
が
、
敦
煌
本
の
Ｆ
系
統

Ｅ
、
Ｆ
、
Ｇ
三
つ
の
系

統
は
、
総
じ
て
古
形
の
印
象
が
深
い

と
関
わ
る
こ
と
の
、
文
学
史
的
な
意
味

を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
な
お
今
後
の
課
題
と
す
べ
き
で
あ
る
。

24
）小
島
氏
注

１
）前
掲
論
文

く
ろ
だ

あ
き
ら

人
文
学
科
）

二
〇
〇
八
年
九
月
三
○
日
受
理

三
四

大
谷
文
書
の
太
公
家
教
（
黒
田

彰
）




